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収穫間近のエンドウ。かなりの重量
がネットにかかるので、しっかりと
ネットを張っておくことが重要。

スナップエンドウ「グルメ」

1950年神戸市生まれ。京都工芸繊
維大学養蚕学科卒業後、岐阜県蚕
業試験場勤務を経て、大阪府高等
学校教諭となり、府立城山高校、
府立園芸高校で果樹、野菜を担当。
現在、大阪府豊中市の花とみどり
の相談所相談員。

2

2
月
の
作
業

実
践
1

エンドウのルーツは？

エ
ン
ド
ウ
の
分
枝
に
日
光
を
当
て
る

エ
ン
ド
ウ
や
ソ
ラ
マ
メ
が
本
格
的
に
生
育
を
始
め
る
の
は
３
月
に
入
っ
て
か
ら
。

3
月
上
旬
の
作
業
で
も
間
に
あ
い
ま
す
が
、
支
柱
を
立
て
た
り
、
ネ
ッ
ト
を
張
っ
た
り
す
る

準
備
や
作
業
を
前
も
っ
て
進
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ト
マ
ト
や
ナ
ス
な
ど
果
菜
類
を

タ
ネ
か
ら
育
て
る
場
合
、
２
月
ご
ろ
か
ら
タ
ネ
ま
き
し
て
苗
作
り
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

2月の作業

実践

❷果菜類のタネまき

❶ネットを張る

「そのほかの作業」

エンドウネットやキュウリ
ネットを用意する。支柱を
立ててネットを張る。支柱
の間隔は狭い方が丈夫。

３〜４月につるが伸びてき
たら誘引する。

セルトレイなどにトマト、
ナス、ピーマンのタネをま
き、加温して発芽させる。
発芽して約１カ月で本葉が
２〜３枚になるので、ポッ
トに移植して育てる。

５月の大型連休のころに定
植する。

春作ジャガイモを植え付け
る。

　

昨
年
10
〜
11
月
に
タ
ネ
ま
き
し
た
エ
ン
ド
ウ
が

生
育
を
始
め
、
栽
培
管
理
を
す
る
時
期
が
近
づ
い

て
い
ま
す
。
エ
ン
ド
ウ
は
つ
る
性
の
野
菜
で
、
支

柱
や
ほ
か
の
植
物
に
巻
き
付
い
て
生
長
し
ま
す
。

株
の
高
さ
は
、
高
性
種
で
１
５
０
〜
２
５
０
㎝
、

矮わ
い

性せ
い

種
で
は
約
１
０
０
㎝
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
春
を
迎
え
て
生
育
が
始
ま
る
3
月
上

旬
ま
で
に
支
柱
を
立
て
る
、
ネ
ッ
ト
を
張
る
な
ど

の
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

エ
ン
ド
ウ
は
1
株
か
ら
10
〜
30
本
の
分
枝
が
出

て
、
こ
の
分
枝
に
開
花
・
結
実
し
ま
す
。
た
く
さ

ん
収
穫
す
る
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
枝
の
受
光
態

勢
を
よ
く
し
て
、
生
産
能
力
を
高
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
分
枝
に
日
光
を
よ
く
当
て
る
た
め
に
は
、

ネ
ッ
ト
に
ま
ん
べ
ん
な
く
誘
引
す
る
こ
と
が
大
切

で
、
密
植
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

エ
ン
ド
ウ
は
用
途
別
に
、
未
成
熟
の
種
子
を
食

べ
る
実
エ
ン
ド
ウ
（
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
）
と
未
成

熟
の
種
子
を
太
ら
す
前
に
莢さ
や

ご
と
食
べ
る
サ
ヤ
エ

ン
ド
ウ
（
絹
莢
品
種
と
大
莢
品
種
）
、
さ
ら
に
サ

ヤ
エ
ン
ド
ウ
で
種
子
を
大
き
く
太
ら
せ
て
莢
ご
と

食
べ
る
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
の
３
種
類
が
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
の
種
類
も
栽
培
方
法
は
同
じ
で
ネ
ッ

ト
や
支
柱
を
必
要
と
し
ま
す
。

　古代エジプト王ツタンカーメンの陵墓を発掘した際に見つ
かった副葬品の中にエンドウマメがありました。3000年以上
も昔のマメは無事に発芽し、花や莢は紫、マメは茶色という
エンドウは今も栽培されています。また、遺伝でメンデルの
法則を説明するのにエンドウが使われました。
　このようなエンドウの原産地はコーカサス、ペルシャ、中
央アジア、中近東などの諸説があるそうです。日本には中国
を経て渡来しましたが、その年代ははっきりしていません。
現在栽培されている品種は、明治時代に欧米から導入された
優秀な多数の品種がもとになっています。

エ
ン
ド
ウ
の
ネ
ッ
ト
張
り
＆

果
菜
類
の
タ
ネ
ま
き

開
か い

発
は つ

 基
も と

良
よ し
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エ
ン
ド
ウ
の
ネ
ッ
ト
張
り
が
完
成
に

近
づ
き
、
も
っ
と
ピ
ン
と
張
る
よ
う
に

し
よ
う
と
思
い
、
ネ
ッ
ト
の
上
部
を
引

っ
張
っ
て
き
つ
く
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

支
柱
の
上
部
を
固
定
し
て
か
ら
、
し
ゃ

が
ん
で
地
際
を
固
定
し
よ
う
と
す
る
と
、

ネ
ッ
ト
が
大
き
く
浮
き
上
が
っ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
上
部
ば
か
り

に
気
を
と
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

　
結
局
、
固
定
し
た
所
を
全
部
外
し
て

ネ
ッ
ト
を
緩
め
、
や
り
直
し
で
す
。
最

初
か
ら
強
く
張
り
す
ぎ
な
い
と
い
う
教

訓
を
得
ま
し
た
。

最
初
に
き
つ
く
張
ら
な
い
！

私
の

失

談
敗

最初に、 １.５ 〜２ｍ間隔に、長さ １.８ 〜2ｍ
の支柱を立てる。支柱の間隔は広くとりすぎ
ると、エンドウが生長した時に重みでネット
が傾いたり下がったりする。次に、支柱の上
部と地際にロープを張る。ネット付属のロー
プかハウスバンド（ビニールハウスの屋根ビ

ニールを固定するロープ）のような伸びない
タイプを使う。短いロープをつないだものだ
と、ネットを広げる際に結び目が引っかかる
ので、つなぎ目のない方がスムーズに作業で
きる。上下ともロープの片側の端は、ネット
を通すことができるように仮止めにしておく。

ネットの両端は解けないようひもでしばられ
輪になっている。輪のまま、❶で仮止めにし
ておいたロープのうち上部のロープを通す。
通ったら、ひもを外しネットを少し広げる。
ネットがねじれていないことを確認してから、
地際のロープを下部のネットの輪に通す。下
部のネットをしばってあるひもを外し、カー
テンを引くようにネットを広げる。

補強のため、支柱の間にさらに
１〜２本の支柱を追加し、上下
をロープにしっかりと固定。追
加の支柱は多く入れる方が丈夫。
エンドウが生長するにつれネッ
トに重量がかかるため、両端の
支柱の外側に短い杭を打ち、ロ
ープを張り傾かないようにする。
これでネット張りは完成！

ネットを緩まないよう広げ、す
べての支柱にひもなどで固定。
余りのネットがあれば端の支柱
にまとめる。ネットを強く張り
すぎると下端が浮き上がるので
注意しよう。

つるが伸びてくると、つるをネットに誘引す
るためネットの両側にビニールひもなどを張
り、つるが落ちるのを防ぐ。ビニールひもは
外側に膨らまないように、いくつかの支柱に
固定。ビニールひもは、収穫が終わったら回
収する必要があるが、麻ひもなら畑に残して
も分解するため、回収しなくてもよい。

ベランダの手すりに張った
鳥よけの水糸。止り木とし
て鳥は利用できなくなる。

地際のロープ

補強の杭

追加の支柱

ビニールひもや麻ひも
でつるをネットに誘引。

支柱はすべて上下でネットを固定。

上のロープ

支柱

ロープは仮止め。

１.８ 〜2ｍ

１.5 〜2ｍ杭

おまけ作業

　
使
用
す
る
ネ
ッ
ト
は
エ
ン
ド
ウ
ネ
ッ
ト
ま
た
は

キ
ュ
ウ
リ
ネ
ッ
ト
で
す
。

　
支
柱
を
立
て
、
支
柱
の
上
部
と
下
部
の
地
際
に

ロ
ー
プ
を
張
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
を
上
部
の
ロ
ー
プ

に
通
し
、
続
い
て
地
際
の
ロ
ー
プ
に
通
し
て
か
ら
、

カ
ー
テ
ン
を
広
げ
る
よ
う
に
し
て
、
緩
ま
な
い
よ

う
に
張
り
ま
す
。
間
隔
は
狭
い
方
が
丈
夫
な
の
で
、

私
は
杭
を
打
っ
て
支
柱
を
し
っ
か
り
と
固
定
し
、

ネ
ッ
ト
を
張
っ
た
後
、
支
柱
の
間
に
さ
ら
に
支
柱

を
追
加
で
立
て
て
補
強
を
し
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
の
張
り
方

　ネットを張り終えてひと安心。が、もう一仕事。
エンドウの葉にギザギザの食い跡があったら、そ
れはヒヨドリがついばんだ跡。冬の間は、キャベ
ツやハクサイ、ブロッコリーの葉を食べに来て、
これらがなくなると今度はエンドウの葉を食べに
来ます。防鳥ネットを張ればよいのですが、簡単
な方法があります。
　鳥の目と同じほど、地際から約10㎝の高さに釣
り糸、タコ糸、水糸などをネットの両側、葉の外
側にぐるりと張ります。ヒヨドリはこの糸に警戒
して近寄ってきません。
　また、ベランダでは、野菜がヒヨドリに食べら
れたほか、ハトのフン害もありました。そこで、
手すりに水糸を張ったところ、ヒヨドリもハトも
近寄らなくなりました。一度試してみてください。

ヒヨドリの害を
防ごう

固定

強く張りすぎると浮き上がる。

ネットの余りは
まとめる。ネットの固定3

支柱を追加して補強

栽培中：つるの誘引

4

5

支柱立てとロープ張り

ねじれないようネット張り

1

2

ネットは解かず
にロープに通す。
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23
4

5

1

2
月
の
作
業

実
践
２
果
菜
類
の
タ
ネ
を
ま
い
て
み
る

｢タキイ たねまき培土｣

27穴

12穴

長期肥効型のタネまき用の土。
低温期の育苗にも向いている。

培養土と育苗ポットなど必要な道
具や土がセットになっている。

タキイの「たねまき培土」を使
用する場合、大きめのバットな
どに広げて、水を加えて湿らせ
る。土の湿りが均一になるよう
全体をかき混ぜる。

セルトレイに土を詰めていく。
この後で、再び水をかけて、土
を湿らせる。

水が抜けて土が落ち着いたら、
タネをまく穴を指で押さえてあ
けていく。

まき穴にトマトのタネをまいて
いく。

　

ト
マ
ト
や
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
は
キ
ュ
ウ
リ
と
と

も
に
夏
野
菜
の
主
役
で
す
。
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
ピ

ー
マ
ン
は
い
ず
れ
も
ナ
ス
科
の
野
菜
で
、
タ
ネ
ま

き
か
ら
定
植
ま
で
の
育
苗
期
間
が
２
カ
月
以
上
を

要
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
家
庭
菜
園
な
ど
の

少
量
の
栽
培
で
は
苗
を
購
入
し
て
定
植
し
た
方
が

お
手
軽
で
す
。
し
か
し
、
作
っ
て
み
た
い
品
種
の

苗
が
手
に
入
ら
な
い
な
ど
、
思
い
描
い
た
計
画
通

り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
自
分
で
タ
ネ
か
ら
育
て
て
苗
を
作
り

菜
園
に
定
植
す
る
、
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。

最
初
か
ら
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
野
菜
に
、
愛
着

を
感
じ
て
収
穫
す
る
こ
と
は
、
新
し
い
楽
し
み
と

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

タ
ネ
を
ま
く
日
は
、
定
植
日
か
ら
逆
算
し
て
、

ト
マ
ト
約
60
日
前
、
ナ
ス
約
80
日
前
、
ピ
ー
マ
ン

約
65
日
前
に
な
り
ま
す
。
５
月
の
大
型
連
休
に
定

植
の
場
合
は
、
２
月
中
旬
〜
３
月
中
旬
ご
ろ
に
な

り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
寒
い
冬
の
季
節
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
野
菜
の
発
芽
適
温
は
25
℃
く
ら
い
。

２
月
ご
ろ
は
気
温
が
20
℃
に
満
た
な
い
日
も
多
く

あ
り
加
温
し
な
け
れ
ば
発
芽
し
ま
せ
ん
。

　

プ
ロ
の
生
産
者
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
で
ヒ
ー

タ
ー
の
入
っ
た
園
芸
マ
ッ
ト
や
温
床
電
熱
線
な
ど

を
使
っ
て
大
量
の
苗
を
作
り
ま
す
。
し
か
し
、
家

庭
菜
園
で
は
少
量
の
苗
を
用
意
す
る
だ
け
で
よ
い

の
で
、
自
作
で
加
温
で
き
る
も
の
を
作
る
か
、
あ

る
い
は
、
市
販
の
「
愛
菜
花
」
（
タ
キ
イ
種
苗
）

な
ど
の
発
芽
育
苗
専
用
の
機
器
を
利
用
し
て
苗
を

作
り
ま
す
。

　

発
芽
し
て
か
ら
も
温
度
が
必
要
で
す
。
生
育
適

温
は
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
が
20
〜
25
℃
で
ナ
ス
は

20
〜
30
℃
で
す
。
ま
た
、
明
る
さ
が
不
足
す
る
と

徒
長
（
茎
が
軟
弱
に
伸
び
る
）
す
る
た
め
、
日
中

は
明
る
い
窓
際
な
ど
に
置
く
よ
う
に
し
ま
す
。
室

内
で
管
理
す
る
た
め
に
は
温
度
と
日
光
の
両
方
に

気
を
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

約
１
カ
月
で
本
葉
が
２
〜
３
枚
と
な
り
ま
す
。

セ
ル
ト
レ
イ
で
は
隣
の
苗
と
葉
が
重
な
り
あ
う
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
4
〜
5
号
（
直
径
12

〜
15
㎝
）
ポ
リ
ポ
ッ
ト
に
移
植
し
、
定
植
ま
で
こ

の
ポ
ッ
ト
で
育
苗
し
ま
す
。

育
苗
方
法

2

タ
ネ
ま
き
方
法

1

「愛
あい

菜
さい

花
か

スターターセット」

果菜類のタネまき・育苗の手順

まき終わったら、薄めに覆
ふく

土
ど

する。
タネまき後約1カ月で本葉2〜3枚になったトマトの苗。次は
12〜15㎝のポリポットに移植して育苗する。

　
タ
ネ
を
ま
い
た
後
の
潅
水
は
、

上
か
ら
か
け
る
”普
通
潅
水
“
で

は
小
さ
な
タ
ネ
が
流
れ
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、
水
を
張
っ
た
バ
ッ
ト

の
上
に
置
い
て
底
面
か
ら
吸
水
さ

せ
る
”底
面
吸
水
“
を
す
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

トマトの場
合

セルトレイ
「育苗ポットミニ」

◀◀◀「タキイたねまき培土」はp.62で販売。「愛菜花スターターセット」はp.64で販売。トマトのタネはp.66〜67で販売。


